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◆
ス
マ
ー
ト
な
話
し
方
と

練
習
（
東
久
留
米
話
し
方
ク
ラ

ブ
）　

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜

日
の
午
後
７
時
〜
９
時
、
東
部

地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０
０

円
。
詳
し
く
は
上
屋（
か
み
や
）

�
４
７
６
・
０
６
９
３
へ
。

　

◆
墨
華
（
ぼ
っ
か
）
書
道
会

　

月
２
回
、
木
曜
日
の
午
後
１

時
〜
３
時
、
中
央
公
民
館
で
。

会
費
月
３
０
０
０
円
。
詳
し
く

は
鈴
木�
４
２
２
・
７
８
０
４

へ
。

　

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
芸
出

前
（
く
る
め
一
芸
会
）　

定
例

会
は
毎
月
第
１
水
曜
日
の
午

後
７
時
〜
８
時
、田
端
宅（
滝
山

五
丁
目
）で
。入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
月
３
０
０
円
。
趣
味

を
生
か
し
た
活
動
。
詳
し
く
は

田
端�
４
７
３
・
２
４
０
３
へ
。

　

◆
大
正
琴（
琴
伝
流　

和〈
な

ご
み
〉
会
）　

毎
月
第
１
・
第

３
月
曜
・
木
曜
日
の
午
後
、
中

央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。

会
費
月
３
０
０
０
円
。
初
心
者
、

中
高
年
の
方
歓
迎
。
詳
し
く
は

安
中
（
あ
ん
な
か
）�
４
７
２
・

５
２
４
３
へ
。

　

◆
少
年
野
球
ド
リ
ー
ム
セ

ブ
ン　

毎
週
土
曜
・
日
曜
日
の

午
前
、
第
七
小
学
校
校
庭
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月

１
５
０
０
円
。
小
学
生
。
初
心

者
歓
迎
。
高
い
指
導
体
制
。
詳

し
く
は
前
原�
４
７
２
・
６
４

８
８
へ
。

　

◆
民
踊
（
よ
う
）（
東
久
留
米

市
民
踊
普
及
会
）　

月
２
回
、

２
月
は　

日
・　

日
、
い
ず
れ

１０

２４

も
日
曜
日
の
午
前　

時
〜　

１０

１１

時
半
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
５
０
０
円
。
小
学
生
４

年
生
以
上
。
各
地
の
盆
踊
り
等

を
中
心
に
。
詳
し
く
は
阿
波
連

（
あ
は
れ
ん
）�
４
７
１
・
２
７

６
３
（
午
後
７
時
〜　

時
）
へ
。

１０

　

◆
太
極
拳
（
白
鶴
〈
は
く
つ

る
〉
会
）　

月
４
回
、
土
曜
日

の
午
前　

時
〜　

時
半
、
市
役

１０

１１

所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３
０

０
０
円
。初
心
者
。初
回
は
２
月

２
日
か
ら
。
詳
し
く
は
原�
４

７
５
・
１
５
２
０
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
東
久
留
米
ス
ク
エ
ア
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ　

毎
週
水
曜
日

の
午
後
６
時
半
〜
９
時
半
、
中

央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。

会
費
月
１
５
０
０
円
。
初
心
者
。

年
齢
を
気
に
せ
ず
に
始
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
初
回
は
２

月
６
日
か
ら
。
詳
し
く
は
坂
場

�
４
７
５
・
５
０
２
３
へ
。

　

◆
コ
ー
ラ
ス
（
ド
レ
ミ
合
唱

団
）　

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜

日
の
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
、

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
５
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０

０
円
。
男
性
歓
迎
。
詳
し
く
は

笠
原�
４
７
３
・
３
７
１
７
へ
。

　

◆
軽
い
タ
ッ
チ
で
描
く
水

彩
画
と
色
鉛
筆
画
の
会　

毎

月
第
１
・
第
３
金
曜
日
の
午
前

　

時
〜
正
午
、
中
央
公
民
館
で
。

１０入
会
金
３
０
０
０
円
、
会
費
月

３
０
０
０
円
。
詳
し
く
は
村
田

�
４
７
７
・
０
４
４
２
へ
。

　

◆
ヨ
ー
ガ
の
会
プ
ラ
ザ　

月
４
回
、
金
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
正
午
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
東
本
町
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
３
５
０
０
円
。

初
心
者
歓
迎
。
無
料
体
験
あ
り
。

詳
し
く
は
磯
貝
（
い
そ
が
い
）

�
４
７
７
・
１
９
２
６
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
サ
ー
ク
ル

　

シ
オ
ン
）　

月
３
回
、
土
曜

日
の
午
後
１
時
半
〜
４
時
、
南

部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
、
会
費
月
３
５
０

０
円
。
女
性
Ａ
級
プ
ロ
講
師
に

よ
る
指
導
。
多
少
経
験
の
あ
る

方
。詳
し
く
は
谷
村�
４
６
４
・

６
５
１
７
へ
。

　

◆
ビ
ー
バ
ー
・
カ
ブ
ス
カ
ウ

ト
（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
久
留

米
第
２
団
）　

月
２
回
程
度
、

大
円
寺
裏
の
団
舎
で
。
入
団
金

２
６
０
０
円
、
隊
費
月
７
０
０

円
。
年
長
児
〜
小
学
３
年
生
。

詳
し
く
は
和
田�
０
９
０
・
１

２
０
７
・
４
９
０
４
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス（
リ
ベ
ラ
会
）

　

毎
週
木
曜
日
の
午
後
７
時

半
〜
９
時
半
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。
多
少
経

験
の
あ
る
方
。
詳
し
く
は
広
江

�
４
７
５
・
３
７
９
６
へ
。

　

◆
将
棋
研
究
会　

毎
週
日

曜
日
の
午
後
１
時
〜
５
時
、
成

美
教
育
文
化
会
館
ほ
か
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
２
カ

月
１
０
０
０
円
。
若
い
方
歓
迎
。

詳
し
く
は
増
田�
４
７
３
・
２

３
３
３
へ
。

　

◆
写
真
展
（
東
久
留
米
写
真

同
好
会
）　

２
月
１
日
（
金
）

〜
５
日
（
火
）
午
前　

時
〜
午

１０

後
６
時
（
５
日
は
５
時
ま
で
）、

ス
ペ
ー
ス
１
０
５
で
。
入
場
無

料
。
習
作
写
真
の
中
か
ら
選
ん

だ
作
品
を
展
示
。
詳
し
く
は
矢

花�
４
７
８
・
８
７
６
８
へ
。

　

◆
保
育
・
教
育
・
子
育
て
を

考
え
る
集
会
（
子
育
て
集
会
実

行
委
員
会
）　

２
月　

日
（
日
）

１０

①
午
前　

時
か
ら
が
記
念
講

１０

演
②
午
後
１
時
半
か
ら
が
分

科
会
。
①
が
成
美
教
育
文
化
会

館
で
、
②
が
同
会
館
お
よ
び
し

ん
か
わ
保
育
園
等
で
。
資
料
代

５
０
０
円
。
講
師
は
「
非
行
」

と
向
き
合
う
親
た
ち
の
会
事

務
局
長
の
春
野
す
み
れ
氏
。
詳

し
く
は
草
刈�
４
７
２
・
３
７

５
７
へ
。

　

◆
講
演
会
「
食
品
の
裏
側
」

（
安
部
司
氏
を
呼
ぶ
会
）　

２

月　

日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら
、

１６
ひ
ば
り
保
育
園
ホ
ー
ル
で
。
保

育
あ
り
（
定
員　

人
。
費
用
２

２０

０
０
円
。
２
月
８
日
〈
金
〉
ま

で
に
申
し
込
み
を
）。講
演
会
の

申
し
込
み
は　

日
（
木
）
ま
で

１４

に
フ
ァ
ク
ス
４
６
８
・
２
７
２

２
で
ひ
ば
り
保
育
園
へ
。
詳
し

く
は
同
園�
４
６
３
・
６
６
５

５
へ
。

　

◆
国
際
理
解
講
座－

イ
ン

ド
の
お
話
と
サ
リ
ー
体
験
（
東

久
留
米
国
際
友
好
ク
ラ
ブ
）　

２
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

４
時
、
中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ

ー
ル
で
。
入
場
無
料
。
女
性
の

目
か
ら
見
た
イ
ン
ド
の
日
常

生
活
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の

お
し
ゃ
べ
り
も
。
詳
し
く
は
松

浦�
４
７
８
・
３
１
７
８
へ
。

　

◆
落
語
会
「
こ
の
街
で
春
を

呼
ぶ
」（
く
る
め
・
一
歩
の
会
）　

２
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時
開

演
（
１
時
半
開
場
）、
西
部
地
域

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料

は
前
売
り
１
２
０
０
円
（
当
日

１
５
０
０
円
）。出
演
は
落
語
家

の
桂
伸
治
氏
と
講
談
師
の
神

田
ひ
ま
わ
り
氏
。
詳
し
く
は
宮

秋�
４
７
７
・
１
２
９
２
へ
。

　

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
本

語
指
導
者
を
募
集
（
外
国
人
の

た
め
の
東
久
留
米
に
ほ
ん
ご

ク
ラ
ス
）　

毎
月
第
１
〜
第
３

火
曜
日
の
午
後
７
時
〜
８
時

半
（
子
ど
も
ク
ラ
ス
は
昼
間
）、

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
活
動

費
月
３
０
０
円
。
資
格
不
問
。

詳
し
く
は
武
貞
（
た
け
さ
だ
）

�
０
９
０
・
５
２
０
０
・
８
９

７
０
へ
。

 
〈
東
久
留
米
市
長
賞
〉

　

ま
ず
私
は
、
税
金
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？　

と
思
い
、
調
べ
て
み
ま

し
た
。
疑
問
に
思
っ
た
税
金
に
つ

い
て
仕
事
で
働
い
て
い
る
父
の
給

料
支
給
明
細
書
を
見
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
初
め
見
た
時
は
、
並
ん

で
い
る
数
字
が
ど
う
い
う
意
味
を

現
し
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
母
に
聞
い
て
み
た
と
こ

ろ
、
税
金
は
、
所
得
税
、
地
方
税
、

保
険
料
な
ど
で
、
お
給
料
の
中
か

ら
そ
の
額
が
差
し
引
か
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
税

金
が
、
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
て

い
る
の
か
調
べ
て
み
た
ら
、
学
校

に
関
す
る
教
育
費
や
、
公
民
館
、

図
書
館
な
ど
の
文
化
活
動
、
そ
し

て
私
た
ち
の
生
活
の
安
全
を
守
っ

て
い
る
警
察
署
、
消
防
署
、
救
急

車
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

　

東
久
留
米
市
団
塊
の
世
代
と
地

域
参
加
企
画
委
員
で
は
、
東
久
留

米
の
団
塊
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　請求期限は２０年３月３１日です。この期限

を過ぎますと、法律の規程により特別弔慰

金を受ける権利が消滅します。対象となる

方は福祉総務課（市役所１階）で手続きを

してください。

　【対象者】戦没者等の死亡当時のご遺族で、

平成１７年４月１日において公務扶助料、遺

族年金等を受ける方がいない場合に、次の

順番による先順位のご遺族お一人に特別弔

慰金が支給されます。①弔慰金受給権者②

戦没者等の子③父母④孫⑤祖父母⑥兄弟姉

妹（戦没者等と生計関係を有していなかっ

た方等は除きます）⑦前記③～⑥以外の父

母、孫、祖父母、兄弟姉妹⑧前記①～⑦以

外の三親等内親族（戦没者等の死亡時まで

引き続き１年以上生計関係を有していた方

に限ります）

　【給付内容】額面４０万円、１０年償還の記名

国債

　詳しくは同課�４７０・７７４１へ。

が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
意
外

だ
っ
た
こ
と
は
、
東
南
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
な
ど
発
展

途
上
国
の
ダ
ム
の
建

設
道
路
、
橋
の
整
備

に
税
金
を
使
い
援
助

し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
に
使
わ
れ
て

い
る
税
金
で
す
が
そ

の
中
で
も
や
は
り
、

私
に
と
っ
て
教
育
費

は
一
番
身
近
に
感
じ

ま
し
た
。
教
育
費
は
、

体
育
館
、
グ
ラ
ン
ド
、

プ
ー
ル
、
教
室
の
机
、

い
す
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
室
の
パ
ソ
コ
ン

や
、
音
楽
室
の
備
品
、

運
動
用
具
、
無
料
に

配
布
さ
れ
て
い
る
教

科
書
も
税
金
で
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。
父

は
私
を
ふ
く
め
子
ど

も
が
３
人
い
ま
す
が
、

う
し
、
生
活
の
苦
し
い
人
、
病
弱

の
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
様

々
な
境
遇
の
人
た
ち
が
、
一
生
懸

命
働
い
て
く
れ
て
税
金
を
納
め
て

く
れ
て
い
る
お
か
げ
で
、
私
は
学

校
で
勉
強
が
で
き
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
学
校
の
物
は
、
大
切
に
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
改
め
て

思
い
ま
し
た
。
私
は
今
ま
で
税
金

と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
だ
け
で
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
の
だ
な
ん
か
ま
っ

た
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
税

の
作
文
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
税

金
と
い
う
意
味
が
少
し
わ
か
り
ま

し
た
。
私
自
身
の
身
近
な
生
活
に

直
接
か
か
わ
る
多
く
の
こ
と
が
税

金
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
は
確
か
な
こ
と
で
す
。
な
の
で
、

税
金
を
納
め
て
い
る
す
べ
て
の
人

に
感
謝
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が

主
催
し
、
国
税
庁
が
後
援
す
る　
１９

年
度
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
に
、
市
内
５
中
学
校
か
ら

４
５
７
編
の
応
募
が
あ
り
、　

人
１０

（
こ
の
ほ
か
に
学
校
感
謝
状
１

校
）
が
入
賞
し
ま
し
た
。
入
賞
者

は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

　

東
久
留
米
市
長
賞　

二
之
方
茜

（
南
中
学
校
３
年
）
▼
東
久
留
米

市
教
育
委
員
会
賞　

渡
辺
久
瑠
美

（
下
里
中
学
校
３
年
）
▼
東
久
留

米
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長

賞　

相
馬
す
み
れ
（
中
央
中
学
校

３
年
）
▼
東
村
山
税
務
署
長
賞　

三
上
恵
理
（
中
央
中
学
校
３
年
）

▼
東
京
都
立
川
都
税
事
務
所
長
賞

　

能
勢
友
規
（
南
中
学
校
３
年
）

▼
多
摩
武
蔵
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
会
長
賞　

武
内
雄
太
（
下
里
中

学
校
３
年
）
▼
東
京
税
理
士
会
東

村
山
支
部
支
部
長
賞　

渡
辺
崇
文

（
南
中
学
校
３
年
）
▼
社
団
法
人

東
村
山
青
色
申
告
会
会
長
賞　

橋

本
彩
（
西
中
学
校
３
年
）
▼
社
団

法
人
東
村
山
法
人
会
会
長
賞　

福

納
税
し
て
い
る
人
た
ち
の
中
に
は

子
ど
も
の
い
な
い
人
も
い
る
だ
ろ

　

図
書
館
で
は
利
用
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
４
月
か
ら
今

ま
で
休
館
日
と
し
て
い
た
平
日
の

「
祝
日
」
を
開
館
し
ま
す
。

　

祝
日
を
開
館
す
る
こ
と
に
伴
い
、

定
休
日
が
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
変
わ
り
ま
す

月
曜
日
の
定
休
日
を
金
曜
日
に
変

更
し
ま
す
（
金
曜
日
が
祝
日
と
重

な
る
場
合
は
休
館
）。
こ
れ
に
よ
り
、

従
来
、
月
曜
日
が
祝
日
と
重
な
っ

た
場
合
は
月
曜
日
を
開
館
し
、
翌

火
曜
日
を
休
館
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
場
合
は
火
曜
日
も
開
館

に
な
り
ま
す
。

　

休
館
日
を
変
更
す
る
主
な
理
由

は
、
学
校
行
事
等
が
土
曜
・
日
曜

日
に
行
わ
れ
、
そ
の
振
替
日
が
月

曜
日
に
当
た
る
場
合
が
多
い
こ
と
、

お
よ
び
近
隣
市
の
図
書
館
が
月
曜

日
に
休
館
が
多
く
、
開
館
す
る
こ

と
で
広
域
利
用
の
促
進
が
図
ら
れ

る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

詳
し
く
は
中
央
図
書
館�
４
７

５
・
４
６
４
６
へ
。

テ
ー
マ
は
「
ひ
が
し
く
る
め
を
知
ろ
う
！
」

（
通
称
「
団
塊
く
る
ね
っ
と
」）
を

結
成
し
、
団
塊
世
代
の
方
や
、
そ

の
前
後
の
年
代
の
方
を
対
象
に

「
団
塊
サ
ロ
ン
」
を
２
回
に
わ
た

り
開
催
し
ま
す
。

　
【
テ
ー
マ
】「
ひ
が
し
く
る
め
を

知
ろ
う
！
」
〜
東
久
留
米
に
住
ん

で
い
て
も
、
地
域
の
こ
と
は
分
か

ら
な
い
も
の
。
サ
ロ
ン
で
は
、
こ

の
地
域
の
隠
さ
れ
た
魅
力
を
「
く

る
ね
っ
と
」
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に

探
求
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
活

動
を
始
め
た
い
、
仲
間
を
作
り
た

い
と
い
う
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
入
退
室
は
自
由
で
す
。

気
楽
な
雰
囲
気
の
サ
ロ
ン
で
お
待

ち
し
て
い
ま
す

　
【
日
時
】
２
月　

日
（
土
）、
３

１６

月　

日
（
土
）、
い
ず
れ
も
午
後
２

１５
時
〜
５
時

　
【
会
場
】市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ

ば
　

当
日
直
接
会
場
へ
。

　

詳
し
く
は
生
活
文
化
課
市
民
協

働
係�
４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

田
弥
里
（
西
中
学
校
３
年
）
▼
多

摩
武
蔵
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
佳

作　

朝
井
康
介（
南
中
学
校
３
年
）

▼
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会

長
感
謝
状　

東
久
留
米
市
立
下
里

中
学
校

　

※
各
受
賞
作
品
は
２
月
４
日

（
月
）
〜
６
日
（
水
）
の
期
間
、

市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
に
展
示

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
納
税
課
管
理
係�
４

７
０
・
７
７
２
９
へ
。

お済みですか？

　

市
内
の
各
店
舗
、
企
業
、
事
業

所
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
た
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｅ－

Ｎ
Ａ
Ｖ

Ｉ
２
０
０
８
」（
第
４
号
）
を
２
月

１
日
（
金
）
に
発
行
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
「
知
り
た

い
こ
と
、
き
っ
と
見
つ
か
る
」
と

し
、
従
来
通
り
買
い
物
や
食
事
、

暮
ら
し
に
必
要
な
情
報
に
加
え
、

市
内
の
見
ど
こ
ろ
案
内
や
産
業
の

紹
介
お
よ
び
歳
時
記
等
も
掲
載
し
、

保
存
版
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

前
号
か
ら
取
り
入
れ
た
ク
ー
ポ
ン

券
も
継
続
し
、
利
用
す
る
方
に
お

得
な
産
業
情
報
誌
で
す
。

　

配
布
は
東
久
留
米
駅
、
市
役
所

等
の
各
公
共
施
設
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。
気
軽
に
手
に
取
り
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

都
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
通

り
募
集
し
ま
す
。
申
込
資
格
等
詳

細
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
募
集
種
別
】
①
家
族
向
（
ポ
イ

ン
ト
方
式
）
②
単
身
者
向
、
単
身

者
用
車
い
す
使
用
者
向
、
シ
ル
バ

ー
ピ
ア
住
宅
③
事
業
再
建
者
向
定

期
使
用
住
宅

　
【
募
集
案
内
の
配
布
期
間
】
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
２
月

４
日
（
月
）
〜　

日
（
水
）

１３

　

※
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー
、
東
京
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー（
都
庁
第
一
庁
舎
１
階
北
側
）

で
は
、
２
月
９
日
（
土
）
〜　

日
１１

（
祝
）
の
午
前
９
時
半
〜
午
後
５

時
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

都営住宅
入居者を募集

　
【
募
集
案
内
の
配
布
場
所
】市
地

域
政
策
課
（
市
役
所
５
階
）、
上
の

原
・
ひ
ば
り
が
丘
・
滝
山
の
各
連

絡
所
（
①
②
の
み
）、
都
庁
、
都
内

市
区
役
所
、
町
村
役
場
、
同
公
社

募
集
セ
ン
タ
ー
、
同
公
社
の
各
窓

口
セ
ン
タ
ー

　

※
す
べ
て
の
申
込
書
は
、
期
間

中
の
み
同
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
可
能
で
き
ま
す
。
③
は
東

京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
、
各
地

域
中
小
企
業
振
興
セ

ン
タ
ー
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
２
月

　

日
（
月
）
ま
で
に

１８（
必
着
）、
郵
送
で
。

　

詳
し
く
は
①
②
が

同
公
社
募
集
セ
ン
タ

ー�
０
５
７
０
・
０

１
０
８
１
０
（
配
布

期
間
中
の
み
）、配
布

期
間
前
の
問
い
合
わ

せ
お
よ
び
③
が
同
公

社
募
集
セ
ン
タ
ー�

　

・
６
４
１
８
・
５
５
４
６
、
市

０３地
域
政
策
課�
４
７
０
・
７
７
６

４
へ
。

市内の企業が初受賞
第５回多摩ブルー賞
（技術・製品部門）

で
障
害
の
あ
る
方
（
親
子
で
の
参

加
も
可
）

　
【
会
場
】
中
央
公
民
館

　
【
持
ち
物
】
弁
当
・
水
筒
・
敷
物

　

申
し
込
み
は
２
月　

日
（
火
）

１２

ま
で
に
電
話
で
公
民
館�
４
７

３
・
７
８
１
１
へ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
募
集

　

「
ポ
カ
ポ
カ
は
る
の
つ
ど
い
」

に
は
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

活
動
内
容
は
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
と
ペ
ア
に
な
り
、
遊
び
の
コ

ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が

生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
地
域
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、
３
月
４
日

（
火
）
ま
で
に
同
館
へ
直
接
ま
た

は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
楽

し
い
遊
び
の
一
日
を
過
ご
し
て
も

ら
お
う
と
、
今
年
も
「
ポ
カ
ポ
カ

は
る
の
つ
ど
い
」
を
３
月　

日
２８

（
金
）
に
、
中
央
公
民
館
で
開
催

し
ま
す
。

　

同
つ
ど
い
は
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
が
地
域
の
子
ど
も
た
ち

や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
通
し

て
交
流
し
、
楽
し
い
春
休
み
の
一

日
を
過
ご
す
催
し
で
す
。

分
団
団
員
）

　
【　

年
永
年
勤
続
】大
山
久
仁
夫

２５
（
５
分
団
団
員
）

　
【　

年
永
年
勤
続
】
竹
脇
英
巳

２０
（
１
分
団
部
長
）、
並
木
宏
之
（
１

分
団
団
員
）、
石
黒
真
一
（
２
分
団

分
団
長
）、
野
島
和
広
（
２
分
団
副

分
団
長
）、町
田
毅（
２
分
団
団
員
）、

金
子
孝
（
２
分
団
団
員
）、
小
山
茂

夫
（
３
分
団
団
員
）、
小
山
正
則

（
３
分
団
団
員
）、
貫
井
利
行
（
６

分
団
副
分
団
長
）、
土
屋
忠
（
９
分

団
団
員
）、
室
井
和
広
（
９
分
団
団

員
）、
村
野
喜
安
（　

分
団
団
員
）

１０

　
【　

年
永
年
勤
続
】
並
木
隆
（
１

１５
分
団
部
長
）、
安
田
智
（
５
分
団
団

員
）、 

橋
晃
（
５
分
団
団
員
）、

遠
藤
正
明
（
６
分
団
団
員
）、
秋
田

浩
延
（
６
分
団
団
員
）、
野
村
光
則

（
７
分
団
団
員
）、
斎
藤
正
人
（
８

分
団
団
員
）

　
【　

年
永
年
勤
続
】五
十
嵐
正
樹

１０
（
１
分
団
団
員
）、
黒
須
勉
（
２
分

団
部
長
）、
市
川
貴
史
（
３
分
団
部

長
）、
小
山
知
生
（
３
分
団
団
員
）、

下
田
博
明
（
４
分
団
団
員
）、
篠
宮

武
博
（
４
分
団
団
員
）、
海
老
沢
幸

雄
（
４
分
団
団
員
）、
坂
本
和
也

（
第
７
分
団
部
長
）、
河
村
辰
昭

（
８
分
団
部
長
）、
大
山
賢
一
（
９

分
団
部
長
）、
岸
初
男
（
９
分
団
団

員
）、
野
崎
正
明
（　

分
団
団
員
）

１０

退

団

感

謝

状

　

●
消
防
団
長
感
謝
状

　

志
賀
野
伸
夫
（
１
分
団
）、
江
沼

亮
（
２
分
団
）、
井
上
隆
（
７
分

団
）、
岸
明
男
（
８
分
団
）、
野
村

春
樹
（
８
分
団
）、
成
瀬
功
（
９
分

団
）、
島 

光
司
（
９
分
団
）

　

詳
し
く
は
消
防
本
部
総
務
課
消

防
団
係�
４
７
１
・
０
１
１
９
へ
。

表
彰
状
・
感
謝
状
を
贈
呈

　

１
月
７
日
に
行
わ
れ
た
消
防
出

初
式
の
表
彰
式
典
で
、
長
期
に
わ

た
り
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
た
消

防
団
員
の
功
績
に
対
し
、表
彰
状
・

感
謝
状
が
市
長
お
よ
び
消
防
団
長

か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状

を
贈
ら
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す

（
敬
称
略
）。

永

年

勤

続

表

彰

　

●
市
長
表
彰

　

【　

年
永
年
勤
続
】
西
川
嘉
弘

２０

（
本
部
）

　

●
消
防
団
長
表
彰

　
【　

年
永
年
勤
続
】
早
瀬
広
行

３０
（
２
分
団
団
員
）、
遠
藤
清
美
（
６

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
付
い

て
お
世
話
を
す
る
ほ
か
、
希
望
者

に
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
送
迎
も
あ

り
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
【
日
時
】
３
月　

日
（
金
）
午
前

２８

　

時
〜
午
後
２
時　

分

１０

１５

　
【
対
象
】市
内
在
住
の　

歳
未
満

１８

市
内
の
図
書
館

４
月
か
ら
祝
日
も
開
館

団
塊
サ
ロ
ン
を
開
催

地
域
の
防
災
に
尽
力
さ
れ
た
方
へ

   申し込みは郵送で

掲載店を拡充！　見やすいフルカラー

　

市
で
は
、
市
内
在
住
で
勉
学
意

欲
が
あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
学
生
・
生

徒
を
対
象
と
し
た
東
久
留
米
市
奨

学
資
金
（
貸
し
付
け
・
給
付
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①

入

学

支

度

金 

（

貸

し

付

け

）

　

４
月
に
私
立
高
校
（
高
専
・
専

修
学
校
を
含
む
）
に
入
学
す
る
方

で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
（
手

話
通
訳
）」を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
手
話
通
訳
者
と
し
て
登

  
手
話
通
訳
者

       
登
録
試
験
を
実
施

録
し
て
い
た
だ
け
る
方
に
必
要
な

登
録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　
【
応
募
資
格
】
手
話
技
術
（
お
お

む
ね
実
践
ク
ラ
ス
以
上
）
を
習
得

し
て
い
る　

歳
以
上
の
市
内
在
住

２０

の
方
で
、
手
話
通
訳
者
と
し
て
活

動
可
能
な
方

　
【
試
験
日
時
】
３
月
８
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら

　
【
会
場
】
市
役
所
７
階
控
え
室

　

申
し
込
み
は
２
月
４
日
（
月
）

〜　

日
（
木
）
に
認
め
印
を
持
参

１４
の
上
、
障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
）
へ
。

　

詳
し
く
は
同
課
福
祉
係�
４
７

０
・
７
７
４
７
へ
。

高
校
へ
の
奨
学
金
制
度

　
【
貸
付
金
額
】　

万
円
を
限
度

２０

　
【
償
還
期
間
】卒
業
後
１
年
据
え

置
き
、
７
年
以
内

に
返
還

　
【
償
還
方
法
】均

等
償
還

　
【
受
付
期
間
】土

曜
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
２
月
４
日
（
月
）
〜　
２２

日
（
金
）

②
奨
学
資
金
（
給
付
）

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
な
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

　
【
給
付
期
間
】高
等
学
校
等
の
正

規
の
就
業
年
限
以
内（
毎
年
申
請
）

　
【
給
付
金
額
（
月
額
）】
私
立
が

１
万
円
、
国
・
公
立
等
が
５
０
０

０
円

　
【
受
付
期
間
】
土
曜
・
日
曜
日
、

を
除
く
４
月
７
日
（
月
）
〜　

日
２３

（
水
）

①

②

共

通

事

項

　
【
受
付
時
間
】午
前
９
時
〜
午
後

４
時（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

　
【
受
付
場
所
】教
育
委
員
会
総
務

課
（
市
役
所
６
階
）

　
【
申
請
に
必
要
な
書
類
】①
教
育

委
員
会
に
あ
る
奨
学
生
願
書
お
よ

び
学
校
長
の
推
薦
書
②
家
族
の
所

　

高
齢
者
福
祉
住
宅
リ
ベ
ー
レ
ほ

ん
む
ら
の
生
活
協
力
員
を
募
集
し

ま
す
。

　
【
職
務
内
容
】リ
ベ
ー
レ
ほ
ん
む

ら
に
居
住
し
、
居
住
者
の
緊
急
通

報
等
の
対
応
、
生
活
相
談
、
市
役

所
等
関
係
機
関
へ
の
連
絡
等

　
【
募
集
人
員
】
１
人

　
【
勤
務
場
所
】高
齢
者
福
祉
住
宅

リ
ベ
ー
レ
ほ
ん
む
ら
生
活
協
力
員

居
宅
（
下
里
１
ノ　

ノ　

）　

１１

２２

　
【
報
酬
】月
額
８
万
５
０
０
０
円

程
度
を
予
定

　
【
家
賃
】
家
賃
２
Ｄ
Ｋ
・
５
万
円

（
半
額
程
度
補
助
あ
り
）

　
【
申
し
込
み
資
格
】次
の
①
〜
④

みんなのタウン誌

KURUME-NAVI 2008

第４号を発行！

　

※
本
冊
子
は
各
掲
載
店
の
広
告

料
と
市
の
公
共
ペ
ー
ジ
負
担
分
で

作
成
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課�
４
７

０
・
７
７
４
３
へ
。

得
を
証
明
す
る
も
の
（
平
成　

年
１９

分
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
平
成　

年
１９

分
所
得
税
確
定
申
告
書
の
控
え
）

③
借
家
の
場
合
は
家
賃
を
証
明
す

る
も
の
（
契
約
書
ま
た
は
領
収
書

の
写
し
）

　

詳
し
く
は
同
課
庶
務
係�
 
４

７
０
・
７
７
７
５
へ
。

　

聴
覚
お
よ
び
言
語
に
障
害
の
あ

る
方
が
、
家
庭
生
活
や
社
会
生
活

を
支
障
な
く
送
れ
る
よ
う
「
コ
ミ

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。
①
市

内
に
住
民
登
録
し
、
満　

歳
以
上

２０

満　

歳
以
下
（
２
月
１
日
現
在
）

５５
の
方
②
現
に
同
居
し
て
い
る
親
族

が
あ
り
、
世
帯
員
全
員
が
健
康
で

あ
る
こ
と
③
現
に
自
ら
居
住
す
る

た
め
の
住
宅
を
必
要
と
し
、
リ
ベ

ー
レ
ほ
ん
む
ら
の
生
活
協
力
員
居

宅
に
居
住
で
き
る
こ
と
④
高
齢
者

福
祉
に
関
心
や
理
解
が
あ
る
こ
と

　
【
入
居
予
定
】
４
月

　

申
し
込
み
用
紙
の
配
布
と
受
け

付
け
は
２
月
１
日
（
月
）
〜　

日
２０

（
水
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
介
護
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）

で
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
高
齢
サ
ー
ビ
ス

係
（
内
線
２
５
５
８
、
４
９
２
３
）

へ
。

（くるめナビ）

ご
利
用
く
だ
さ
い

入
賞
者
を
発
表
し
ま
す

「
税　

金
」

　
　
　

南
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　

二
之
方　

茜

１９年度中学生の「税についての作文」で入賞された皆さん（前列）

特別弔慰金のご請求

障害のある子どもたち
の参加を募集！

ポカポカポカポカ
はるのつどいはるのつどい

お役立ち情報満載の冊子「くるめナビ２００８」

図書館では、４月から祝日開館を実施図書館では、４月から祝日開館を実施
します。どうぞご利用くださいします。どうぞご利用ください

楽しいイベントが盛りだくさん！ ぜひご参加を楽しいイベントが盛りだくさん！　ぜひご参加を

　２０年度「市民伝言板」前期分

（広報４月１５日号～１０月１日号に

掲載）の申し込みは、３月３日（月）

午前８時半から、広報課窓口（市

役所２階）で受け付けます。所定

の用紙に必要事項を記入の上、直

接提出してください。

　詳しくは同課�４７０・７７０８へ。

「市民伝言板」利用案内
新年度の受け付けは３月３日から

高
齢
者
福
祉
住
宅

           
生
活
協
力
員
を
募
集

リ
ベ
ー
レ
ほ
ん
む
ら
（
下
里
一
丁
目
）

◆東京都住宅供給公社ホームページアドレス
http://www.to - kousya.or.jp

　

「
多
摩
ブ
ル
ー
･
グ
リ
ー
ン

賞
」
は
、
多
摩
地
域
で
活
躍
す

る
中
小
企
業
を
営
む
方
の
優
れ

た
技
術
や
経
営
手
腕
を
評
価
し
、

表
彰
す
る
こ
と
で
、
地
域
企
業

に
よ
る
技
術
開
発
や
経
営
戦
略

の
創
造
の
活
力
と
な
り
、
地
域

経
済
が
よ
り
活
性
化
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
市
内
の
企
業
が
初

め
て
受
賞
し
ま
し
た
。
主
催
は

多
摩
信
用
金
庫
。
後
援
は
経
済

産
業
省
、
東
京
都
、
多
摩　

市
、

２６

各
商
工
会
議
所
等
。
選
考
委
員

は
一
橋
大
学
教
授
の
関
満
博
氏

ほ
か
。

　
【
受
賞
者
（
優
秀
賞
・
特
別
賞

＝
経
済
産
業
省
関
東
経
済
局
長

賞
）】旭
栄
研
磨
加
工
株
式
会
社

（
八
幡
町
）

　
【
受
賞
理
由
】
板
硝
子
（
い
た

が
ら
す
）
等
の
硬
脆
（
こ
う
ぜ

い
）
材
料
に
、
カ
ケ
の
な
い
孔

（
あ
な
）
あ
け
工
法
お
よ
び
加

工
装
置
を
提
供
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
こ
と
。
開
口
部
や
貫
通

部
に
カ
ケ
や
不
良
が
生
じ
な
い

こ
と
が
特
筆
す
べ
き
技
術
で
あ

る
こ
と
。
ま
た
、
こ
の
工
法
は

超
硬
合
金
な
ど
に
も
有
効
で
あ

り
、加
工
難
度
が
高
い
Ｋ　
（
超
１０

硬
合
金
の
中
で
加
工
難
度
が
特

に
高
い
物
質
）や
窒
化
珪
素（
ち

っ
か
け
い
そ
）へ
の
貫
通
孔
あ

け
実
績
が
あ
る
こ
と

　

今
後
も
引
き
続
き
、
同
社
の

発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課�
４

７
０
・
７
７
４
３
へ
。


